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効果を明らかにした。また、NASA-TLX の 6 項目の評価から、視触覚刺激提示システムが作業負荷
に与える影響を明らかにしており、視触覚刺激提示のシステムデザインに貢献している。この結果
は、本論文で扱ったサッカーにおける貢献のみにとどまらず、様々な分野のスポーツに適用できる
可能性を示している。以上の結果から、提案された視触覚刺激システムがパスやパスカットといっ
たシーンにおいてパフォーマンスを向上させ、作業負荷を軽減させる要因を明らかにしており、超
人スポーツやスポーツ心理学などの分野にも影響力のある結果であると言える。 
本論文では、運動時パフォーマンスに対する作業負荷の影響において、温熱環境の計測・管理と
知覚拡張という複合的なアプローチがなされている。これは、エンパワーメント情報学プログラム
の柱の一つである「分野横断的な研究成果」であるとともに、同プログラムで扱う 3 要素の一つで
ある「人と協調するシステム」に関する研究成果であり、エンパワーメント情報学プログラムの教
育・研究理念を満たしており、評価できる。 
  
【最終試験の結果】 
令和２年１月２８日、専門委員会において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者に論文に
ついて説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員によって、
合格と判定された。 
 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（人間情報学）の学位を受け
るに十分な資格を有するものと認める。 
